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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

担 当 健康増進 G 本村 

会議名 

(審議会等名) 
平成 29 年度 第 2 回嬉野市健康づくり推進協議会 

開催日時 平成 29 年 12 月 20 日(水)  14:00～15:10 

開催場所 嬉野市役所 塩田保健センター 2 階会議室 

会議の公開の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

公開不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

嘉川委員 杵藤保健福祉事務所保健監  

朝長委員 嬉野町医師会会長 

石崎委員(会長) 塩田町医師会会長 

古賀委員 嬉野市歯科医師会会長 

北委員(副会長) 嬉野市薬剤師会代表 

光武委員 塩田地区行政嘱託員代表 

嬉野委員 嬉野地区行政嘱託員代表 

古川委員 嬉野市食生活改善推進協議会会長 

岡 委員 嬉野市商工会女性部部長 

江川委員 嬉野中学校養護教諭 

松本委員 嬉野市民生児童委員協議会会長 

---- 欠席 ---- 嬉野市老人クラブ連合会会長 

森山委員 嬉野市母子保健推進協議会会長 

---- 欠席 ---- 大草野地区コミュニティ副会長 

事務局 
健康づくり課長、 

健康づくり課副課長、健康づくり課(健康増進 G)係員 

その他  

会議の議題 別紙「協議会資料」のとおり 

配布資料 「協議会資料」 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

議 題 1.開会、2.部長あいさつ、3.協議会会長あいさつ 

内 容 事務局の進行により、議題 1～3 までを進めた。 

審議経過 

 

 

1 開会 （省略） 

 

2 部長あいさつ ※課長 （省略） 

 

3 協議会会長、会長 あいさつ  

  (会長)  石崎委員  （省略） 

 

その他  

  

別 紙 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

議 題 

協議事項 

1. 平成 29 年度保健事業計画について 

2. 第 3 次嬉野市健康総合計画・嬉野市食育推進計画について 

3. 質疑応答 

内 容 事務局より、事業計画等の概要説明を行いました。 

審議経過 

事務局 

 

 

石崎会長 

 

 

嘉川委員 

 

 

事務局 

 

 

 

嘉川委員 

 

 

事務局 

 

松本委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

石崎会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

平成２９年度保健事業実績（見込み）について説明 

（内容は資料による） 

 

平成２９年度保健事業実績（見込み）に対しての質疑はございま

すか。 

 

健康づくり健診事業の申し込みをしたのに検診を受けなかった者

が多いが、どういう状況なのか。健診の日程も年２回と少ない。 

 

2月に健診の受診希望調査を実施しているが、世帯毎の調査のため

家族が希望するにつけて提出している可能性がある。健診の日程が

少ないので、今後がん検診との同時実施と夜間の健診を検討する。 

 

がん検診の受診率向上の対策として、今年度新たに取り組んだこと

はありますか。 

 

子宮頸がん検診の広域化を実施した。 

 

 脳ドック・人間ドックについて、定員はそれぞれ１００名と６０

名だが受診者数が少ない。申し込んでも未受診の者への対応はどう

しているのか。受診の意思があって申し込みをしておられるので、

全員受診していただきたい。 

 

 今回提出している資料は１０月末現在のものである。受診はH３０

年３月まで可能なので、今後受診勧奨をしていきます。例年１２月

頃に未受診者への勧奨をしています。 

 

第3次嬉野市健康総合計画・嬉野市健康推進計画について、事務局

より説明をお願いします。 

 

計画の策定スケジュールについて説明。本計画は食育推進会議と

健康づくり推進協議会において検討していただいている。健康づく

り推進協議会は年に２回のため、本日が最後の協議の場となる。今

後は本日の意見を参考に再度事務局で検討してつくりあげ、パブリ

ックコメントにかける。その意見を修正したものを郵送させていた

だく予定にしています。 
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コンサル 

 

 

石崎会長 

 

 

嘉川委員 

 

コンサル 

 

 

 

 

松 本 委 員 

 

 

 

 

 

コンサル 

 

 

 

松本委員 

 

事務局 

岡 委 員  

 

 

事務局 

 

 

 

 

岡 委 員  

 

北 副 会 長 

 

 

コンサル 

北 副 会 長 

 

 

コンサル 

 

 

事 務 局  

 

北 副 会 長 

 

 

第3次嬉野市健康総合計画･嬉野市食育推進計画の説明 

(内容は資料2・3による) 

 

第3次 嬉野市健康総合計画･嬉野市食育推進計画に対しての質疑

はございますか。 

 

アンケート結果で嬉野市の強みや課題は何なのか。 

 

若い人の朝食の意識が低いことや、働き盛りの人の飲酒量が多く、休

養の時間がなかなかとられていないということが課題である。また、「急

須で入れた緑茶を飲んでいる人」が、第１次計画から減ってきているの

も課題の一つと考えられる。 

平成 30年から平成 34年の計画なので、もう少し新しい情報を載せて

欲しい。13頁の平均寿命の推移が平成 22年度までしかないので、平成

27 年度ぐらいまで載せた方がいいと思う。他の地域では載っている。

15 頁のデータも平成 24 年までとなっているので、平成 27 年度ぐらい

までは載せた方がいいのではないか。 

13 頁については、新しいデータが公開され次第載せる。15 頁につい

ては、規模が小さい市町村では５年に１度出ることになっているので、

現在は平成 24年度が最新のものになる。 

このデータは５年経ってから１年ずつさかのぼって出しているのか。 

杵藤管内、嬉野市については５年間のデータをもとに出ている。 

13 頁に平均寿命が載っているので、併せて、健康寿命も載せて欲し

い。 

健康寿命については、佐賀県の分は出ている。一度公表されたことは

あるが、佐賀県の市町単位では、近年算出していないと県に確認してい

る。H２７年度の佐賀県の値は H29 年度中にでる予定。国と県とで算出

方法が異なっている点も考慮し、掲載を検討すします。 

健康寿命を出していただけると、それに対して嬉野市がどのような取

り組みをしているか分かるので良いと思う。 

86 頁の自殺死亡率について、平成 27 年の基準値 18.4 は何に対して

の数値なのか、嬉野市の数値なのか。 

嬉野市の数値である。 

10 万人に対して 18.4 人を目標値として設定するということか。16

頁の死亡の状況で、自殺された方は「その他」の中に入っているのか。 

16 頁の死亡の状況では、自殺された方は「その他」の中に入ってい

る。 

死亡率の目標値は 10 万人単位であげているが、人口に対して何人の

方が分かりやすいか。 

この書き方だと自殺された方が過去どのくらいいて、どう運用してき

たか分からない。  
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事 務 局  

 

 

嘉川委員 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村が自殺対策計画を定めるようになった。嬉野市については来年

度定める予定で、またそこで具体的なことが分かってくると思う。 

アンケート調査結果は住民の方にフィードバックするのか。 

健康以外の質問もあるので、その意見に関しては市役所の担当課に伝

えている。計画の方では可能な限り意見を吸い上げて、計画に盛り込ま

せていく。運動施設の整備の意見が多かったが、いろいろな市の計画と

関わってくるので、そこが課題である。貴重な意見をいただいたのでこ

れからの計画に活かしていきたいと思う。 

（ほかに発言等なし） 

 

 

 

《協議事項すべて終了、閉会(健康づくり課長)》 

その他 なし 

 

以上 


